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北大西洋振動に果たす各波動の 役割
　　　　　　黒田友二 （気象研 究所 ）

1 、 は じめに

　昨年の秋の学会で は筆者らは南半球環状モ
ー ド

（SAM）の形 成維持過 程におい て総観規模波動 と中

間規模波動 が特に 重要 な役割 を果た して お り、特

に周期 が 2 日 以下 の 今ま で ほ とん ど注 目され て こ

なか っ た中間規模波動が、波動全体の ほ ぼ 3 分の

1 もの 重要 な駆動源 とな っ て い るこ とを明 らか に

した。そ こ で 、今 回は先の研究で用 い た手法で 、

SAN と同様の 極域変動で ある北半球冬季に卓越 す

る北大西 洋振動 （NAO）に つ い て 各種波動の 果た す

役割 と、特 に 南北両 半球 の 環状モ ー ドに 果た す波

動の相違に つ い て調べ た 。

2 、 データと解析方法

　解析 デー
タは先 の 研 究と同 じく ヨ

ー
ロ ッ パ 中期

予 報セ ンター作成の再 解析データ ERA− lnterimの
1989年 11月 か ら 2009年 4月まで の 20冬分の 6 時

間 ご とのデータを使用 した 。 中間規模波動は潮汐

をの ぞい た周期 1．75 日以下 の 波動、総観規模波動

を周期 2 日か ら 6 日の波動と して抽出 した。また

過 去の 研 究か ら、NAOでは停滞性波動が重要 な役割

を果た して いる こ とがわか っ て い るの で、今回は

停滞性波動 を 31 日 移動平均場 と して 定義 し停滞

性波動に つ い て も調 べ た。他 方、NAO は北 大西 洋域

の 海面 気圧偏差の 冬季に卓説す る月々 変動 と して

抽出 した 。

　解析方法 と して は NAO指数 に 回帰 させ た各波動

に つ い て の 気象学的な緒量をお互 い に比 較 した 。

特に 、球面上 の 準地 衡風 型 モ デル を用 い て 各波の
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潜在的な加 速量などを診断 し比 較した 。

3 、 結果

　まず、停滞性 、総観規模 、および中間規模波動

の 冬 季の 気候学的 な振幅の 比較を行 っ た 。総観 規

模波 動も中間規模波動 も振幅は 5QN あた りの 圏界

面 で極大 となるが、停滞性波動は約 160m、総観規

模波動は約 70m、中間規模波動は約 20mと停滞性波

動の 振幅が 卓越 して い る 。 また総観規模 、中間規

模波動は南半球に 比 べ て約 2／3程度の振幅で ある。

と こ ろが NAO 指数に 回帰す る振幅を調べ る と 、 停

滞性波動は一9m、総観規模波動は 3m、中間 規模波動

は 1．5m と総観規模と中間規模波 動の違 い に つ い て

は 気候学的振幅ほ どの違 い は な くなる 。

　さ らに各波動の NAOへ の役割を調べ るため に NAO
に 回帰 した 波加 速を求め 、 それ らが駆動する子 午

面循環や帯状風 加速を診断 した （下 図）。 その結果、

停滞性 、 総観規模、中間規模波動は全波動に よ る

加速や子 午面 循環に対 しそれ ぞれ 50％，30％，10％程
度の寄与 を して い るこ とが分か っ た 。

　こ の ように NAOに 対 して は南半球 の SAMに比 べ

て 中間規模 波動の 果たす役割 は相対的に は小 さい

もの の なお 1 割程度 もあるこ とが分か っ た。さら

に南半球 とは異な り、正 の フ ィ
ー ドバ ッ クを通 じ

た停滞性波動が NAO の 作 る風 の主 要な加速要因 と

な っ て い る こ とが分 か っ た。

参考 ：Kuroda 　and 　Mnkougawa （2011），　JGR ，
　doi：10．1029〆2011亅DOI6293
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　図 NAOに回帰 した波動の 駆動する子 午面 循環 （上 段） および帯状風 加速 （下段）を球面 上

の準地 項風 モ デル に よ っ て診断 したもの。波動は、左か ら停滞性波動 、総観規模波動 、 中間

規模波動 。 コ ン タ
ー

間隔は 、 上 段は 3× 108Kgs
−1

、 下段は 0．03　ms
−1day −1

。
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